
The 5th e-ICON World Contest参加レポート

岐阜県立岐阜総合学園高等学校 堀 雅晴

岐阜県立岐阜総合学園高等学校 濱﨑 瑞樹

１.渡航前の活動について

最初に取り組んだことは、大会参加のために必要な書類（学校長の推薦書、生徒の情報を書いた申

込書、生徒のサインを含む誓約書、提案書、パスポートのコピーと本人顔写真の画像）を全て英語で

作成し、JAPIAS事務局を通して大会側に提出したことです。また、JAPIAS事務局に調整をしていた

だき、過去 e-ICONに参加された方からのアドバイスを Google グループを通して知ることができまし

た。その後に大会側からメールにて連絡があり、チームメイトとなる韓国側のメンバーが決定し、僕

たちは Team Aとなりました。（韓国側の生徒２人と先生１人、日本などその他国の生徒２人と先生１

人の合計６人で１つのチームになります。）

チーム決定後は、韓国側のメンバーと主に KakaoTalkを使用して情報を共有しました。（大会側が

メンバー間のやり取りのためにチームブログを用意してくださいましたが、使用方法が分からなかっ

たので使用しませんでした。）韓国側のメンバーとは、製作するコンテンツの内容についてだけでな

く、お互いのもつ技術や趣味などについて話しました。そして、渡航前までに提出する Team Aのコ

ンテンツ計画書の内容について決定していきました。その間に大会側からメールで航空券の e-Ticket

が送られてきましたが、出発する空港が成田空港と遠方であったり氏名に誤りがあったりしたため、

直接大会側に中部国際空港への変更、氏名の修正をお願いしました。

なお、開発や宿泊をする施設には Wi-Fi設備が整っていると事前に送られてきた資料には書いてあ

りましたが、移動中や速度の心配があったため、念のため空港でモバイル Wi-Fiルータをレンタルし

ました。開発期間中に施設の Wi-Fiが一時使用できなくなることがあったため、レンタルして正解で

した。また、海外旅行保険にも念のため加入しておきました。

2.チーム概要

○メンバー構成

【日本】濱﨑 瑞樹（Mizuki Hamasaki） リーダー・コンテンツ文書作成・ポスター作成

堀 雅晴（Masaharu Hori） ＷＥＢサイト構築・ポスター作成

【韓国】오민석（Minseok Oh） コンテンツ文書作成・プレゼンテーション

이신형（Sinhyung Lee） コンテンツ紹介動画作成



○コンテンツ内容

私たちのチームは、日本側が提案した「Cultural Night Sky」という文化的な面からの夜の星につ

いてをまとめた WEBサイトを製作しました。例えば、日本では月の模様がウサギが餅をついている

ところに見えるとされていますが、他の国では女性が本を読んでいるところやカニのハサミに見え

るなど同じ月でも国によってとらえ方が違うことについて取り上げています。また、コミュニティ

というページも作り、このサイトに掲載されていない夜の星に関することや、最近見えにくくなっ

ている星空をどう守っていくかを話し合うことができるようにしました。

3.現地での活動について

○日程

９月１１日（金） 韓国へ出国

１２日（土） オープニングセレモニー、開発開始

１３日（日） 開発

１４日（月） 開発、プレゼンテーション準備、紹介動画作成

１５日（火） プレゼンテーション、表彰式

１６日（水） e-Learning korea 2015にてブース展示、ソウル市内観光

１７日（木） 日本へ帰国




